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０１５）年と比較すると、年少人口率が０．６％の増加、生産年齢人口率が２．８％の

増加、老年人口率が３．４％の減少となり、少子高齢化の進展による本格的な人口減少

となることがうかがえます。大字別でみると、関屋及び田尻で生産年齢人口率の減少、

関屋北で老年人口率の減少が顕著となることが予測されています。 
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高齢化が進み、人口減少がさらに進展することが予測されています。 
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図 関屋周辺地区のまちづくり方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自然環境の保全と活用を図るべ

き地区 
・二上山の自然環境の保全 
・総合公園の整備と併せた広域避

難地、どんづる峯周辺の整備

・良好なため池景観の
保全と活用 

●地域生活拠点の充実を図

るべき地区 
・穴虫田尻線の整備 
・日常利便施設等の立地誘

導 
・大阪樟蔭女子大学関屋キ
ャンパス跡地の活用検討 

●良好な住環境の維持・向上を図るべき
地区 

・住民が主体となった満足度の高いまち
づくりの応援 

●自然災害の防止を図る

べき地区 

●良好な住環境の誘導を図る
べき地区 

・中和幹線の拡幅整備 

 
 

 85

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 84

.  

 

 
 

.  

 

 

 

 
 

.  

 

 
 

.  

 

 
 
 

 



Ⅳ 地域別構想 
関屋周辺地区のまちづくり 

 85
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０３５）年の年齢３区分の人口割合は、年少人口率が１４．５％、生産年齢人口率が６

１．１％、老年人口率が２４．４％となることが予測されており、平成２７（２０１５）

年と比較すると、年少人口率が５．４％の減少、生産年齢人口率が１．３％の減少、老

年人口率が６．８％の増加となり、少子高齢化が進展することがうかがえます。大字別

でみると、旭ヶ丘で年少人口率の減少及び老年人口率の増加、白鳳台で生産年齢人口率

の減少が顕著となることが予測されています。 
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辺で人口が多く分布しています。現在のファミリー層が今後高齢化し、高齢者世代が大

きく増加していくとともに、生産年齢人口も微増していくことが予測されています。 
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図 志都美周辺地区のまちづくり方針図 
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年と比較すると、年少人口率が０．２％の減少、生産年齢人口率が１．４％の減少、老

年人口率が１．６％の増加となり、少子高齢化が進展することがうかがえます。大字別

でみると、磯壁で年少人口率の減少及び老年人口率の増加、磯壁や良福寺で生産年齢人

口率の減少が顕著となることが予測されています。 
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図 鎌田・三和周辺地区のまちづくり方針図 
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図 鎌田・三和周辺地区のまちづくり方針図 
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